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send dargestellt, und als Grundbewegungen des Menschen, die mit dem Rhythmus und der Musik verbun-den sind, gewurdigt.
1. はじめに
19世紀以降のドイツの学校体育を支配した体操
は,  20世紀にはいる と形式的体操 として批判さ
れ，そ の な か で 新 体 操 促 進 運 動（Gymnastik-bewegung
）が興隆すると，シュピ ース＝T ウル
方式の体操（Tumen ）"を主とした従来の体操に代
わる新たな理論と方法に基づいた体操（Gymnas-tik
）の構築が求められていった。新体操促進運
動から導かれた体操は，あらゆるスポーツに対す
る運動学，および運動学習過程の方法学に対して
多大な影響を及ぼすこととなった‰ ガイスラー
は，新体操促進運動のなかで構築された体操には3
つの運動認識があると述べている‰ それは，
①身体感覚を呼び覚まし，無駄のない姿勢と運動
の意識を向上させるための認識（衛生学的一生理
学的一教育学的な系統），②運動 のリズムと表現
力を発達させるための認識（リズム的一教育学的
な系統），③運動構成の発達に向けて，具体的な
想像力を獲得させるための認識（ダンス的一教育
学的な系統）である。3 つの運動認識のすべてに
おいて教育学に連なる系統が存在した背景には，19
世紀後半から20世紀初頭にかけてたちあがった
芸術教育運動があった。
新体操促進運動に多大な影響を与えたのは，教
育改革を目的とする新教育運動のなかで展開され
た芸術教育運動である。芸術教育運動の一環とし
て「音楽と体操」（Musik und Gymnastik ）をテー
マに開催された1905年の「第3 回芸術教育会議」
（Kunsterziehungstage）は，学校体育で「規律と秩
序」を重視するシュピース＝マウル方式 の体操
を，芸術教育のなかへ変革しようと試みたもので
あった。この芸術教育会議を端緒として新体操促
進 運 動 は， 新 体 操 諸 流 派 に よ る 体 操 家 ， 音 楽 家 ，
舞 踊 家 ら の 個 々 の 活 動 を 実 態 化 し て い く こ と と
な っ た 。 本 研 究 で と りあ げ る 「芸 術 体 操 会 議 」
（Tagung　fur　kiinstlerische　Korperschulung ） は ，1922
年 に 新 体 操 諸 流 派 の 個 々 の 活動 の 詳 細 が 一 堂
に 会 し て 初 めて 公 に さ れた 会議 で あ る 。 新 体 操 促
進 運 動 に お け る 芸術 体 操 会 議 の 重 要 性 に 着 目 す る
本 研 究 で は ， 同 会議 の プ ロ グラ ム内 容 を 検 証 し な
が ら ， 同 会 議 に果 た し た 意 義 を 明 ら か に し て い く
こ と を 目 的 と す る 。
2. 「第3 回芸術教育会議」の概要
19iti:紀末から20世紀初頭にかけて興隆した新教
育運動の一つである芸術教育運動を端緒として開
催された第3 回芸術教育会議において，中心的な
役割を果たしたのがリヒトヴァルク4)であ った。
教育における子どもの主体性を重視する彼 は，子
どもが本来知的な学習に興味を持つ知性的 な存在
であるばかりでなく，何よりも豊かな芸術的才能
をもった創造的かつ感性的な存在であるという認
識に基づき，人間の根源的な感性から導かれた表
現への新たな価値を教育に取り入れる必要性を感
じていた‰ 彼は母国語であるド イツ語，音楽，
図画，体育などの授業を内容的，方法論的に改革
するために3 回にわたる芸術教育会議6)を開催し
か。 20世紀初頭における学校教育で実践された体
育が美的要素を欠いていると異議を唱え，形式的
体操を主とした体育7)を芸術教育へと変革するに
は音楽との関わりを通しか表現の発達が鍵になる
と考えたリトヴァルクは，第3 回芸術教育会議の
テーマを「音楽と体操」に設定したのである‰
第3 回芸術教育会議は,  1905年10 月13日から15
日にかけてハンブルクの芸術ホールにあるマカル
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卜広間で開催された。同会議には，政府機関や市　　 る画期的な試みであった。
当局の関係者9) 教育関係者や芸術家，新聞や雑　　　 学校体育に関する問題を俎上に載せた公的な会
誌の評論家をはじめ総勢333 名が参加し,   3回に　　 議の初めである第3 回芸術教育会議を契機 とし
わたる芸術教育会議 のな かで最多数 を記録し　　 て，表現の発達を目的として音楽と体操の融合を
た≒1 日目は音楽専門分野の代表者，2 日目は　　 模索したリヒトヴァルクの意思は，新体操促進運
体操専門分野の代表者がそれぞれ講演じ" ，3 日　　 動の担い手である音楽家や体操家，舞踊家 らに
目は音楽と体操専門分野 の代表者が公開講演を　　 よって継承され，新たな体操領域として開拓され
行った≒ また3 日間にわたって体操専門分野の　　 ていくのであった。
ニ ニ ‰ 二 二 駕 二　3.
「芸術 体操会議」の開催に至る経緯
のなかで( 音楽と体操には，ダンスや輪舞13)の中　　3 －1  . 新体操促進運動の胎動と展開
にリ ズム的な運動が伴う共通の身体的な根源を　　　 第3 回芸術教育会議を契機として新体操促進運
持っており，この根源は本来高尚で非常に古い関　　 動か胎動した。音楽のリズムの習得と身体運動 と
係があるものの，世間一般では実際には評価され　 の関連性に注目して，リトミック(Rhythmische
ておらず，体育授業における美学的な効果は，本　　Gymnastik) を考案したのが音楽家のダルクロ ー
質的に音楽との関連によって達成する尹 と発言　　 ズであった。リズム感覚を高める方法として，彼
した。さらに彼は音楽と体操がダンスと輪舞の原　　 は音楽に対する身体的反応の無意識的なテクニッ
型のなかに位置しており，生徒たちの自立した人　　 クの習得に向けて，動作を使った全体的構成へと
間を育成することに役立つことができると主張し　　 発展させた。 1892年から1909年までスイスのジュ
た≒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ネーヴ音楽学校に所属した彼が，リトミックを実
音楽専門分野では，家庭における音楽の育成の　　 践的に応用しだしたのは1903年からである2‰ や
重要性16) 音楽の多角的理解17) 音楽授業方法論　　 がてダルクローズは,  1915年にドレスデン郊外の
の確立，学校教育にふさわしい唱歌本の開発，情　　 ヘレラウにジャック＝ダルクローズ学校を開校し
熱ある芸術 家と芸術 的教養を備 えた教員 の養　　 てリトミックの指導を本格化させていった。彼の
成18) 体操専門分野では，生理学的な知見に基づ　　 リトミックの認識は，「音楽教育 のための基礎的
いた人間の姿勢と身体運動の理想型，身体美の獲　　 な訓練法であって，表現そのものではない」と限
得に向けた教育方法19) 創造力の養成に適った教　　 定されたものであった力^""，その功績は，音楽教
育の必要性や自然法則に従った運動形式に立脚し　　 育のみならず体操教育にも多大 な影響を及ぼし
た身体教育の重要性20)などが講演内容として主題　　 た。
化された。さらに公開実技では，徒手体操や器械　　　 ダルクローズの音楽教育に芸術的な側面からア
体操，拍子に合わせて歩く・跳ねるというステッ　　 ブローチを試みたのがラバンであった。自らの生
プを中心とした運動，民謡の音楽に合わせたダン　　 涯を舞踊活動に捧げたラバンは，舞踊を空間芸術
ス運動をはじめ，水泳授業，球技，陸上競技が披　　 とみなし，舞踊を音楽に依存させるのではなく，
露された21)。音楽 と体操の融合を意図した演技　　 舞踊が音楽を主導するという考えを提唱し，これ
は，ほんのわずかに実施されたに過ぎなかった　　 に基づきながら舞踊の基本形式，訓練法，創作に
が，既存の形骸化した学校体育を改革しようとす　　 至るプロセスと伴奏音との関係に注目し，これを
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群舞での舞踊表現にまで拡張したのである≒ ラ
バンと同じくダルクローズの弟子であったボーデ
は，ダルクローズのようにリトミックを音楽教育
の手段とはせず，それとは逆に音楽をどこまでも
伴奏として体操のために役立てる方法を採用 し
た25)。彼は音楽と身体運動との融合の重要性を認
識し，はずみの問題や重心移動に関する研究を重
ある≒1905 年の第3 回芸術教育会議によって胎
動した新体操促進運動は，体操家，音楽家，舞踊
家による様々な取り組みをとおして活発化し，1920
年代にはいると新たな運動認識と運動法則を
柱とした「新体操」と称する体操思潮を醸成させ
ていった。
ねた後,  1911年にミュンヘンに体操学校を設立し　　3 －2 ．ベルリン中央教育研究所と徹底的 学校改
た2‰
メンゼンディークは機能主義的な体操の形成に
貢献した。彼女は1906年に上梓した『女性の身体
文化』（Korperkultur der Frau）のなかで，体操は
一定の型に身体をあてはめて行うものではないと
して鋳型化された体操のあ り方に異論を唱え27)1910
年にベルリンに体操学校を設立し，自然科学
的な身体理解に基づいた運動方法を基軸とする教
育を展開した。
人間の本能や直感，感性などの自然な感情を，
内側からわき起こる即興的な動 きによって表現し
たのがダンカンである。彼女は従来のアカデミッ
クでクラシカルな「パ」に代表されるバレエの様
式を用いずに，ヴァーグナーやバッハ，ベートー
ヴェンらの音楽を使用し，そこから感じたインス
ピレーションをもとに即興で踊った2‰ ダンカン
は姉のエリザベ スとともに学校を1904年に設立
し，スウェーデン人の教師が体育，姉のエリザベ
スが舞踊を指導した2‰
これらの新体操促進運動における体操家，音楽
家，舞踊家の活動は，従来の形式的体操や古典バ
レエにみられるような運動を外的現象によって要
素に分割し，それぞれの要素を幾何学的に図式に
はめ込み，それらを再び組み合わせるという要素
化と鋳型化を中心にした運動認識に対峙するもの
であった3‰ その結果，それまで顧みられること
のなかった運動の新しい側面が，弛緩，リズム，
表現といった形で脚光を浴びることになったので
革 者 同 盟
1922 年 に 開 催 さ れ た芸 術 体 操 会 議 で は ， ベ ル リ
ン 中 央 教 育 研 究 所 （Das Zentralinstitut fur Erzie-hung und Unterricht in Berlin
） と 徹 底 的 学 校 改 革 者
同 盟 （Bund entschiedener Schulreformer ） が 主 体 的
な 役 割 を 果 た し てい る 。 そ こ で ， 芸 術 体 操 会議 の
開 催 に至 る 経 緯 と し て ， ベ ルリ ン 中 央 教 育 研 究 所
と 徹 底 的 学 校 改 革 者 同 盟 に つ い て言 及 し て お き だ
し稲
ベ ル リ ン 中 央 教 育 研 究 所 は,   1914年 に 全 ド イ ツ
の 教 育 振 興 を 目 的 と し て 設 立 さ れ た。 研 究 所 は ，
新 し い 教 育 に 関 す る 研 究 会 ， 会 議 ， 講 演 会 ， 学 習
会 を 主 宰 し ， そ の な かで プ ロ イ セ ンの み な ら ず ド
イ ツ 全 土 ， さ ら に は 国 外 の教 育 の 試 みや 動 向 を 議
題 化 さ せ ， こ れ ら の 内 容 を 図 書 に ま とめ て 成 果 を
広 く一 般 に 公 開 し た 。 さ ら に研 究 所 は ， 研 究 報 告
や 展 示 ， ま た 各 種 の 文 化 的 行 事 を 開 催 し て 新 教 育
に共 鳴 す る 教 員 ， 市 民 に学 習 と交 流 ， 啓 発 の 場 を
提 供 し ， 多 く の 人 々 に 新 教 育 を 周 知 さ せ た の で
あ っ た≒ ベ ル リ ン 中 央 教 育 研 究 所 の 所 長 は ， 芸
術 教 育 会 議 の 準 備 委 員 会 の 一 員 で あ っ た パ ラ ー
ド33）で ， 研 究 所 内 の 芸 術 部 門 に お い て も所 長 を 務
め て い た。 そ の 補 佐 は ， 徹 底 的 学 校改 革 者 同 盟 員
であ る ヒ ル カ ー34)で あ っ た。
徹 底 的 学 校改 革 者 同 盟 は ，1919 年9 月18 日 に ヴ
ェ ル ナ ー ・ ジ ー メ ン ス実 科 ギ ム ナ ジ ウ ム の 会 議 室
で パ ウ ル ・エ ス ト ラ イヒ ， フ リ ッ ツ ・ カ ル ゼ ン，
ジ ー ク フ リ ー ト ・ カ ヴ ェ ラ ウ ら ， 合 計24 名 の 中 等
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学 校 教 員 で 結 成 さ れ た 教 育 改 革 団 体 で あ る。 機 関
誌 「新 し い 教 育 」（Die Neue Erziehung ） をつ う じ
て ， 新 時 代 の 教 育 と教 師， 教 育 政 策 に関 わ る 主 張
を 唱 え て い っ た 。 さ ら に 同 盟 は 「全 国 学 校 会 議 」
や 同 盟 の 公 開 会 議 で そ の 教 育 論 を多 く の 人 々 に訴
え ， こ う し て 同 盟 は 「 新 教 育 」 を積 極的 に受 容 す
る 世 論 を形 成 し て ， 現 実 の 教 育 実 践 を改 革 す る 推
進 役 を 担 っ て い っ た3‰ 小 峰 が ，「徹 底 的 学 校 改
革 者 同 盟 が 新 教 育 運動 に とっ て 『酵 母 』 で あ っ た
と す る な ら ば ， ベ ル リ ン 中 央 教 育 研 究 所 は 『 温
床 』 で あ っ た」36)と 述 べ て い る よ う に， ベ ル リ ン
中 央 教 育 研 究 所 と徹 底 的 学 校改 革 者 同 盟 は新 体 操
促 進 運 動 の 両 輪 と し て ， 体 操 家 や 舞 踊 家 ， 音 楽 家
が そ れ ぞ れ の 学 校 で 展 開し てい る授 業 実 践 や 運 動
認 識 へ の 影 響 力 を 高 め て い っ た 。
芸術 体 操 会 議 の 準 備 段 階 とし て ， ベ ルリ ン 中 央
教 育 研 究 所 は1921 年10 月 か ら1922 年6 月 に か け
て ， 体 操 教 員 や 体 操 指 導 者 ， 保 育 士 を対 象 に ダ ン
カ ン 学 校 で 実 践 さ れ て い る 新 し い 体 操 領 域 とし て
の 新 体 操 の 芸 術 的 な 身 体 訓 練 を 中心 の 内 容 とす る
「芸 術 的 な 身 体 教 育 の た め の 教 育 課 程 」（Lehrgangfur kilnstlerische Korperbildung
） を 週2 回 の 割 合 で
開 催 し た 。 指 導 に は ， ダ ン カ ン 学 校 の 校 長 で あ る
エ リ ザ ベ ス ・ ダ ン カ ン とマ ッ ク ス ・ メ ル ツが 担 当
4 。芸術体操会議（Tagung fur kUnstlerischeKdrperschulung
）の概要
4 －1 ．プログラム構成と内容
芸術体操会議は,  1922年10月5 日から7 日まで
ペルリンで開催された。第3 回芸術教育会議の総
括として挙行された同会議の目的は，新体操諸流
派の体操学校や音楽学校で実施されている様々な
授業方法を具体的に提示すること，新体操に関わ
る基礎理論を導くために，芸術的な身体教育につ
いての討議 の機会を提供することであった3S)。
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様 々 な 授 業 方 法 を 会 議 で 提 示 す る とい う 着 想 は ，
参 事 官 で あ るマ ル ヴ ィ ッ ツ （Dr.Mallwitz ） に よ る
も の で あ っ た が ， 最 終 的 に徹 底 的 学 校改 革 者 同 盟
に よっ て取 り 上 げ ら れ， ベ ル リ ン 中央 教 育 研 究 所
の 主 唱 の も と， ド イ ツ 体 育 委 員 会 （DeutscherReichausschu
βfilr Leibesubungen ） と ス ポ ー ツ ー体
育 中央 委 員 会 （Zentralkommission    fiir Sport undKorperpflege
） と の 合 同 に よ り 会 議 は 実 現 し39)
そ の な か で プ ロ イ セ ン の 科 学 ， 芸 術 と国 民 教 育 の
た め の 行 政 省 の 次 官 補 で あ っ た ベ ッ カ ー （Prof.Becker
） は， 各 演 目 を高 尚 な 価 値 に 発 展 さ せ た い
と の 期 待 を表 明 し た40’。 授 業 実 践 と講 演 を柱 と し
た 会 議 にお い て ， 前 者 はベ ル リ ン 音 楽 大 学 の 大 広
間 や ヴ ェ ス テ ン ス 劇 場 ， 後 者 は 工 科 大 学 や ベ ル リ
ン 市 内 の大 学 で 開 催 さ れ ，男 女 あ わせ て 約1400 名
が 出 席 し た41}。 同 会 議 の プ ロ グ ラ ム は 表1 の と お
り で あ る。 ベ ルリ ン 中央 教 育 研 究 所 所 長 の パ ラ ー
ド とそ の 補 佐 で 徹 底 的 学 校 改 革 者 同 盟 員 で あ る ヒ
ル カ ー は,  1923 年 に 会 議 報 告 書 『芸 術 的 な 身 体 訓
練 』（KUNSTLERISCHE　KORPERSCHULUNG ）
を 出 版 し ， そ こ か ら は 会 議 内 容 の 変 更 点 をい くつ
か 認 め る こ とが で きる 。 そ の端 的 な 事 例 は ， 会 議
初 日 に ク ラ ー ゲ ス が 「リ ズ ム の 本 質 か ら」 を テ ー
マ とし た講 演 を 行 う 予 定 で あ っ た が ， 病 気 で 欠 席
し たこ と に よ り フ リ ー ス が 急 進 ，「 生 命 の 中 の リ
ズ ム」 を 講 演 し た こ と で あ っ た42)。 会 議 で は， ダ
ル クロ ー ズ ， メ ン ゼ ン デ ィ ー ク， ラ バ ン， ロ ー 工
ラ ンド ， ボ ー デ ， ダ ン カ ン の6 流 派 の 体 操 学 校 で
採 用 さ れ て い る 体 操 シ ス テ ム の 紹 介 と， シ ス テ ム
の 基 礎 理 論 に 関 わ る 講 演 が 重 ね ら れ た。
（1 ） 授 業 実 践
（a ） ジ ャ ッ ク ・ ダ ル ク ロ ー ズ 学 校:Frl.Char-lotte Pfeffer 
（Berlin） とDr.Emst Ferand-Freund
（Hellerau ）
ジ ャ ッ ク ・ ダ ル クロ ー ズ 学 校 の代 表 者 で あ る フ
ェ ッフ ァ ー と フ ロ イ ン ド は ， 同 校 が 音 楽 教 育 を 目
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1 日目　1922年10月5 日　木曜日
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表1. 芸術体操会議のプログラム
タイム
スケジュール ?
会議形態 ? 会議内容 ? 担当者名
9:00-11:00 ?授業実践 ?ダルクローズ ?
シ ャルロ ッテ・フェ ッフ アー(ベ
ルリ ン)／エルンスト・フ ェ ラン
ド(ヘレ ラウ)
11:30-13:30 ?授業実践 ?メンゼンディーク ?ヘド ヴイツヒ
，ハ ーゲマ ン(ハン
ブルグ)
16:00-18:00 ?授業実践 ?ルドルフ フ ォン ラバン ?ルド ルフ・フォン・ラバ ン（ミュ
ンヘン）
19:30-20:30 ? 講演 ?生命の中のリズム ?ロベルト・フリ ース
2 日目　1922年10月6 日　金曜日
タイム
スケジュール ?
会議形態 ? 会議内容 ? 担当者名
9:O(卜i:oo ?授業実践 ?ロ ーェ ラ ンド ?・ランガード(フルダ)
11:30-13:30 ?授業実践 ?ルド ルフ ボーデ ?ルドルフ・ ボーデ(ミュンヘ ン)
16:00-18:00 ?授業実践 ?エリ ザベス・ダンカン学校 ?マッ クス・メルツ(ポツダム)
19:30-20:30 ? 講演 ?芸術的な身体訓練のための音楽の意義 ?パウル・ベ ッカ （ーフラ ン クフル
ト）
3[] 目　1922年10月7 日　土曜日
タイム
スケジュール ?
会議形態 ? 会議内容 ? 担当者名
9:00-10:00 ? 講演 ?芸術的な身体訓練のための生理学的意義 ?フランツ・キルヒベルグ
10:00- ? 講演 ?呼吸の意義 ?クララ・シュラフホルスト
11:30- ? 講演 ?子どもの身体教育 ?マックス・テップ
16:00- ? 講演 ?運動遊戯と学校劇場 ?マルテ ィン リレゼルケ
17:00- ?討論 会 ?一般的な身体教育の枠組みにおける芸術的 な身体訓練の問題
(Erich Harte (1922 ）Tagung  fiir kiinstlerische Korperschulung （5.-7.0ktober ）in Berlin. In : Monatsschrift fur Tumen, Spiel undSport 2. Jahrgang, 1922,S.411
よ り筆 者作 成 ）
的とする教育機関であることを言及した。授業実
践では，主に表現活動に関わる練習を以下の4 段
階に区分して実施していた。
1. 音楽の中にある拍子に合 わせて大股で歩
く，走る，跳ぶ。ここでは異なるタクトの性
質を利用して純粋に表現し，その表現を確立
させること。
2. 大股で歩 く，走る，跳ぶに相応しい運動
と，その運動形式（それに伴っ て遊戯 も行
引 を向上，発展させるために拍子に注意す
ること。ここでは教育学的な補助手段とし
て，様々な動物（ゾウ，ねずみ，馬）の性質
を利用した動きが役立つ。これらの動きは，
音楽を伴って演じられ，また音楽から動きを
再認識する。
3. 拍子の中にあるリズムを習熟させるには，
指揮練習が役立つ。音楽作品のモテ ィーフ
は，運動している者を無秩序な旋回に向けて
導くことができる。その際，指揮者の活気あ
る動きは，表現に向けて自由に表出される。4.
馬の動きの性質を利用したダンスとリズム
の習得は，調和的な和音に向けた動きの根本
的な要素をもたらす。
フェッファーとフロインドは，リズムを補助手
段とした身体訓練が音楽感覚の習得や身体知覚を
引き出すために一つの可能性を与えると述べた。
20 世 紀初頭 ド イツの 新体操 促 進運動 に 関す る一考 察
それは，リズムの性質を利用して発達した筋感覚
が，運動するために必要な能力を微妙なニュアン
スにまで転調させられ，これが身体の内的経験に
なること，さらに音楽と運動を融合するには，何
よりも身体による音楽の理解が重要であることを
主張したものであった4呪
(b) メンゼンデ ィークシステム:Frau HedwigHagemann
 (Hamburg)
メンゼンディークの体操システムの紹介は，ハ
ンブルグのハーゲマンが担当した。彼女はメンゼ
ンディークシステムが，自然な運動経過の妨げと
なる全ての抑圧を，目的意識を持って排除するこ
とをねらい としていると述べた。授業実践では，
基本的な身体知覚の認識からはじめ，その知覚を
運動学に移行させることが紹介された。メンゼン
ディークシステムを習得するための基礎理論を
ハーゲマンは以下のとおり提示した。
1 。意識的に運動することによって身体の障害
を除去することにのみ音楽を利用すること
（その際，音楽のリ ズムは身体に不利に作用
する）。
2. メンゼンディークシステムでの身体訓練方
法は，「細部の肢体を力 だけで埋めるべ きで
はなく，余力を残すこと」も学ぶこと。
3. 身体に精神的な感覚をも呼び覚ますには，
正しく運動するために筋感覚を養わなければ
ならない。これには呼吸のリズムを目的に応
じて調整すること，身体諸器官の機能の向上
に向けて訓練することが重要である。
この基礎理論を理解するために，①身体を可能
な限り敏感にするために，全ての関節を緩和させ
る訓練②こわばっている関節と腱の伸長に向けた
訓練③バランス訓練（偏平足の予防のために，つ
43
ま先立ちによる簡単で軽快な歩き方の訓練）④ド
イツの伝統的な徒手体操による姿勢を十分に利用
した姿勢訓練，にそれぞれ授業内容が区分され，
腕と足の動きは自由に任された≒
（c ）ラバ ンシステム:Rudolf von Laban （Miinchen ）
ラ バ ン シ ステ ム は 代 表 者 で あ る ラ バ ンが 担 当 し
た。 ラ バ ン は フ ォー ク ダ ン ス と バ レ エ の 動 き を 基
礎 と し て ， 運 動 芸 術 に向 け た 自 ら の シ ス テ ム を 紹
介 し た 。 彼 は リ ズ ム の 刺 激 が 運 動 実 践 に役 立 つ こ
と， そ し て 動 き に 時 間， 空 間， 力 とい う3 つ の 運
動 概 念 が 有 効 に 作 用 す る こ と を 強 調 し た。 一 つ の
動 き か ら こ の 運 動 概 念 に従 っ て 運 動 す る に は ，3
つ の 概 念 を調 和 的 に 統 合 さ せ ね ば な ら ず， こ れ に
よ り 動 きが グロ テ ス ク に な る と 彼 は 主 張 し た 。 授
業 で は6 パ タ ー ンの 腕 の 振 動 を 使 い ， 梶 棒 を 使 っ
た 振 動 運 動 の よ う に 動 きを 配 列 さ せ た 。「 弱 い ，
強 い ， 狭 い ， 広 い ， 速い ， 遅 い 」 の掛 け 声 に よ っ
て ，3 つ 運 動 概 念 か ら 導 か れ る 動 き を 的 確 に把 握
し て 表 現 さ せ る ， こ れ に よ り特 定 の行 動 （勇 気 ，
不 安 ， 驚 嘆 ， 衝 撃 な ど ） の 身 振 りが 生 成 さ れ る ，
こ の 表 現 が 新 し い 時 代 の ダ ン ス芸 術 に よ る 振 付 で
も あ る と ラ バ ン は主 張 し た。 ラバ ン シ ス テ ム は 現
代 的 な絵 画 に み ら れ る よう な， 美 的 で あ る も の の
身 体 的 に 不 自 然 な 表 現 に よる ダ ン サ ー の 訓 練 を 目
的 と し て お り， 授 業 は 以 下 の6 段 階 に 分 け て 実 践
さ れ た4‰
1 。「弱い，強い，狭い，広い，速い，遅い」
の6 パターンによる腕の振動を用いた表現。2.
腕の振動を，6 パターンの順序 を変 えて
行った動きの統合。
3. 集団で統一のとれたグループによる手の表
現と，腕の振動の実施。
4.   3 の集団での動きから手の表現の除外。
5. これまでの動きを逆の順序にしたなかで，
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ペアによる腕の振動の表現。
6. 縦軸の旋回と腕の振動の関係。
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(d) ローエランドシステム:v.Rohden=Lang-gaard
 (Fulda)
ローエランドシステムの紹介は，代表である2
人の女性ローデンとランガードが担当し，呼吸を
中心とした運動を提示した。彼女たちは人間の精
神的な生命は，感覚や感情の充実により去来する
こと，それは世界中の人間がたとえ人種を異にす
るとしても，身体全体でリズム的な高揚を促す行
た。ボーデは自らのシステムを理解させ るため
に，①他のシステムの緩和訓練と非常によく似て
いる緊張緩和訓練②運動刺激を重視した振動訓練
③職業的，スポーツ的，芸術的な活動による基本
動 作（a. 衝撃,   b. 打撃,   c . 牽引，d. 適
応，e. バランス，f. 抵抗）のための緊張訓
練，をそれぞれ行い，これらが作業運動 く木挽き
鋸，鐘鳴らし，船漕ぎなど），芸術的な集団運
動，ダンスの準備運動として有効であることを説
いた47)。
為は変わらないとして，感情の高揚から運動意欲　　（f ）エ リザベス・ダンカ ン学 校:Max Merz
に向けた刺激が生じること，この刺激に導かれた
運動は自我の影響として表出されると主張した。
さらに両者は，運動の補助手段として有効なの
は，作曲家の精神が純粋に表現されているクラシ
ック音楽であると述べた。呼吸に注意しながら，
深く音楽を聴きとることから授業が始められ，健
康的な呼吸をとおして全ての関節，走行姿勢，バ
ランスに関わる緩和訓練へと発展させていった。
これらの訓練は全身体が互いに関連し合いながら
実践され，これをもとに3 つの踊りが最終的に形
成された4‰
(Potsdam)
エリザベス・ダンカン学校での身体訓練は，舞
踊美に関わる教育であった。メルツは，歩行，走
行，跳躍，腕や頭の動きと簡単な運動は，リズム
を通して，自然的経済的な法則性に則して形成さ
れるべきであること，リズムによる細かい振動運
動は表現へ昇華されていくと主張した。しかし実
践内容は演劇的に装われ，ぎこちなく編成されて
おり，軽薄で大掛かりな歩行と走行運動を主とし
たものであり，ダンカン学校での期待された授業
方法は提示されなかったといヤ‰
（e ）表現体操:Rudolf  Bode （Milnchen）　　　　　 （2 ）講演
表現体操の創始者であるボーデは，ローエラン　　 （a ）「生命の中のリズム」:Dr.Robert Fliep
ド，ダルクローズ，ダンカンのシステムと対立し　　　 フリースは，生命の中のリズムをテーマに，人
だ。彼は自然な運動を行う際，意図的な影響を防　　 間の身体における循環教育を教授した。彼はリズ
御するためにはリズムが有効な教育手段であるこ　　 ム的な事柄が，人間の気質から生まれること，森
と，さらに運動経過にそって全身体にリズムが関　　 羅万象の出来事を統治することを主張した49)。
与するとき，それは表現に向けてのみ表出される
と主張した。ボーデのシステムは日常の生活場面　　 （b ）「芸術的な身体訓練のための音楽の意味」：
を意識したものであり，スポーツにみられる分析　　　　Paul  Bekker
的な運動方法とは対照 をなす と述べた。さらに　　　 ベッカーは人間の自然な感情表現法として音楽
ボーデは運動形式とリズムの内面的な結合に反対　　 の特徴を示した。彼は音楽が社会的なものである
し，そこには精神的な見解が必要であると主張し　　 こと，音楽が緊張と緩和の間の移り変わりを表現
20世紀初頭ドイツの新体操促進運動に関する一考察
するように，音楽を聴くことで，身体的な反射運　　 かった52）。
動（呼吸，興奮，冷却，無意識的な体位移動など
の変化）を呼び起こすこと，このため音楽を利用
した身体表現は，音楽と相似の魅力的なプロセス
に伴って表現しなければならないとし，このため
音楽と身体運動は分離することはできないと主張
した。そして教育学は，音楽と身体運動という自
然的な統一を高く評価するべきであり，従来の芸
術音楽（シンフォニー，フーガなど）は，その身
体的な源泉から外れてファンタジーの領域へ赴い
てしまったこと，それゆえに舞踊が身体的に作り
上げら れることができない状況にあると力説し
た50)。
（c ）「芸術的な身体訓練のための生理学的意
義」:Dr.Franz Kirchberg
キルヒペルクは生理学的な見地から，単なる身
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（e ）「子どもの身体教育」:Max Tepp
テップは身体訓練に関わる全ての方法論を，人
間の全体性を考慮していないとして批判した。テ
ップによれば，手は筋肉や関節からなる形態を意
味するだけではなく，表現文化と接合すべきであ
るとし（握手は，友情，不実，羞恥心などを表明
することができる），それゆえ学校教育は徹底的
な改革が必要であると述べた。彼は教師の役目が
生徒の理解に努めることであり，人間の全体性の
中核に「身体の道理」を位置づけ，それは教師と
生徒によって探求されるものであり，方法論では
なく，内面的な連帯感から共感されることにより
教師は生徒の表現を引き出すことができると主張
した≒
体美の獲得に収斂された身体訓練を拒絶した。彼　　4 －2 ．芸術体操会議の意義
は身体訓練が心理学的なテーマであり，体格教育　　　1905 年の第3 回芸術教育会議 と比較して みる
と機能教育 も理解していない身体訓練は意味がな　　 と，芸術体操会議は音楽との融合を意図した身体
く，芸術的な身体訓練のためには創造的な素質を　　 訓練の事例が豊富に提示された。身体運動と音楽
持たなければならないと主張した。そのなかで仮　　 のリズムの関係性に注目したダルクローズは，身
に舞踊がリズムの意識的変化に基づくならば，身　　 体教育におけるリズムの有効性を説き，動きと空
体訓練の成果として価値は持つが，自分本位であ　　 間利用の方法論を模索したラバンは，身体運動を
ることは明確であり，陶酔のなかで行われる舞踊　　 運動芸術として捉え，芸術的な表現方法としての
は，身 体形成 のため には役立た ない と強調 し　　 基礎を提示した。ローエランドは，作曲家の精神
だ≒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 が音楽のなかに純粋に表現されているクラシック
音楽を取り上げながら，運動の補助手段として音
（d ）「呼吸の意義」:Frl.Clara Schlaffhorst　　　　　楽の効果を説き，ボーデは音楽やリズムの利用が
シュラフホルストは，呼吸と発声訓練について　　 身体教育にとって有効であるのみならず，自らの
講演した。そのなかで，①呼吸は，精神的なエネ　　 体操システムが日常生活における運動の基礎を成
ルギーのように，その能力を伸ばさなければなら　　 していることを主唱した。ダンカンは，ダンスが
ない②息を吸い込んだ後，横隔膜はゆっくり弛緩　　 美的な教育であるとしてリズムを用いた身体表現
しなければならない③呼吸プロセスが終了した　　 を説いた。ダルクローズ，ラバン，ローエラ ン
後，中休みに入らなければならない，と言及した　　 ド，ボーデ，ダンカンの授業実践は，その方法論
が呼吸システムの実践的 な紹介にまでは至 らな　　 が異なっているにしても，音楽やリズムをとおし
46 安則貴香
た身体運動やその表現方法の追求をともに試みて
いた。一方，メンゼンディークやローエランドの
授業実践は，医学的知見に立脚した身体訓練の有
効性を析出し，特に呼吸のリズムを身体の内面性
や，筋感覚に意識させる身体訓練方法，呼吸を利
用した全身体の関節の緩和，走行姿勢，バランス
訓練を編み出していった。
また講演では，フリース，ベッカー，キルヒペ
ルグは，身体教育における音楽やリズムの有効
性，シュラフホルストは呼吸と発声訓練，テップ
は子どもの身体教育の重要性を総合的見地から説
いている。これらの講演は，授業実践で採用され
た新体操の基礎理論として，6 流派の体操システ
ムの紹介をそれぞれ補完する意味で実施された。
ここには，新体操諸流派の理論と実践をとおし
て，新体操の実像への総合的なアプローチを試み
んとした主催者の意図が見受けられる。芸術体操
会議は第3 回芸術教育会議ではわずかにしか認め
られなかった音楽と融合した身体教育の提示，自
然に即した表現形式の追求がなされており，これ
らは自らの身体で表現する自己目的化された運動
認識のあらわれとして捉えることができよう。ま
た芸術体操会議の企画・運営においてベルリン中
央教育研究所と徹底的学校改革者同盟が中心的な
役割を果たしたことは，新体操促進運動を推し進
めてきた体操家，舞踊家，音楽家の運動認識を教
育領域に取り込み，芸術教育の色を帯びた学校体
育の改革を標榜する両者の社会活動の一環として
把握できよう。
個別に展開されていた新体操諸流派の活動が，
芸術体操会議において合流したことをうけて，ベ
ックマンが「新体操促進運動は1922年中央教育研
究所，徹底的学校改革者同盟とドイツ体育委員会
を主宰としてベルリンで開催された『芸術体操会
議』の公開で際立った尹 と述べているように，
芸術体操会議は個別の域を脱して複合的に新体操
促進運動を加速させる画期となった。
芸術体操会議では個々の身体教育の類似性が強
調された一方で，ボーデとローエランド， ダルク
ローズ，ダンカンとの間で生じたように体操シス
テムの見解の対立もみられた≒ しかし同会議
が，新体操促進運動の担い手である体操家，舞踊
家，音楽家らの学校で実施されている授業の具体
的なイメージを可視化させ，芸術的な身体教育の
基礎理論の熟考を促し，そのなかにおける身体訓
練の本質と価値を鮮明にした点を看過してはなら
ないであろう≒ それは新しい体操領域としての
新体操が，とりわけリズム，音楽と結びついた人
間の基本的運動であるという価値を教育，芸術，
医学の広範な分野に周知させる役割を芸術体操会
議が果たしたからである。
5. お わりに
本研究の目的は1905 年に開催された第3 回芸術
教育会議の総括として1922年に実施された芸術体
操会議のプログラム内容を検証しながら，同会議
が果たした意義を明らかにするものであった。本
論で検討した結果を整理すると以下のようにまと
められる。
1. 芸術教育運動の一環として,  1905年に「音楽
と体操」をテーマとした第3 回芸術教育会議が
開催された。同会議の中心的存在であったリヒ
トヅアルクは,  20世紀初頭ドイツの学校 教育で
実践されていた体育が美的要素に欠けると異議
を唱え，形式的体操を主とした体育を芸術教育
へ変革するには，音楽と融合した表現の発達を
目標とする新たな体操が必要であると考えた。
音楽と体操の融合を意図した演技は，わずかに
実施されたに過ぎなかったが，既存の形骸化し
た学校体育に警鐘を鳴らす画期的な試みであっ
た。
2. 第3 回芸術教育会議を契機に胎動した新体操
20世紀初頭ドイツの新体操促進運動に関する一考察
促進運動は，体操家，音楽家，舞踊家の活動を
基盤として,   1920年代に入ると「新体操」と称
される新たな運動認識と運動法則を柱とする体
操思潮を醸成させていった。 1922年の芸術体操
会議の運営で中心的な役割を果たしたベルリン
中央教育研究所と徹底的学校改革者同盟は，新
体操促進運動を支える体操家，舞踊家，音楽家
の学校で実践されている授業内容および運動認
識に関心を示し，芸術体操会議の準備段階にお
いて，芸術的な身体教育のための教育課程を開
催した。エリザベス・ダンカン学校の芸術的な
身体訓練や解剖学を中心とするこの教育課程
は,   1921年10 月から1922 年6 月にかけて週2 回
の割合で，体操教員，指導者，保育士を対象と
して実施された。
3.  1922年にベルリンで開催された芸術体操会議
の目的は，授業実践や講演をとおして新体操に
関わる体操学校や音楽学校で採用されている具
体的な授業方法，芸術的な身体訓練およびその
基礎理論を参加者が討議する場を提供すること
であった。会議では，新体操促進運動の担い手
である体操家，舞踊家，音楽家の学校で実施さ
れている授業が公開され，彼らの芸術的な身体
訓練の具体的なイメージを与えたこと，講演で
は芸術的な身体教育の理論的な基礎についての
熟考が提案され，芸術的な身体訓練の本質と価
値に対する鮮明さを指し示した。芸術体操会議
は，第3 回芸術教育会議ではわずかにしか認め
られなかった音楽と融合した身体教育，自然に
即しか表現形式の追求が存分になされており，
それは新しい体操領域として新体操が特にリズ
ム，音楽と結びつい た人間の基本的運動として
の価値が認められたこと，そして教育，芸術，
医学の広範な分野に新体操を周知させる役割を
果たした意義のある会議であったことが明らか
になった。
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